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最近、薬害Ｃ型肝炎の話題が世間を騒がせています。報道されて

いるようにＣ型慢性肝炎は通常の治療をしていても徐々に進行し、

肝硬変や肝癌に進展します。肝硬変、肝癌への進展を防ぐにはイン

ターフェロン（ＩＦＮ）という注射とリバビリンという内服薬を  

併用した治療が有効です。最近ではこの併用療法でＣ型慢性肝炎の

約 60％が治癒し、肝癌への進展を予防できます。今回はこの併用 

方法を詳しく説明してみます。 

Ｃ型肝炎ウイルス（ＨＣＶ）は大きく分けて二つのグループに分かれます。日本人のＣ型肝炎の  

約 70％はグループ１、約 30％はグループ２です。グループ１はＩＦＮ治療に抵抗性で、以前行わ

れていたＩＦＮの単独治療（週３回の注射）では６％しか治癒しませんでした。しかし、2004 年

12 月から保険で認められた、ペグインターフェロン（１週間に１回注射するＩＦＮ）とリバビリン

の１年間の併用治療で 50％以上に治癒が期待できるようになりました。特に 65 歳以下の男性では

80％弱で治癒が期待できます。 

しかし、この治療には副作用もあり、治療開始した人の約５％は副作用のため治療が中止となり 

ます。 

以前週３回のＩＦＮ治療を行い、治癒しなかった人でも、再治療で同様の治療が期待できます。  

また、肝機能正常のＨＣＶキャリアであっても、グループ２であれば 90％以上の治癒が期待でき、

積極的なＩＦＮ治療適応です。 

当科では、すでに 500 例以上のＩＦＮ使用経験があり、200 人以上の方が治癒しています。当科

における肝癌の発生数は 1998 年にピークを迎え、現在は減少傾向にあります。肝癌の予防のため

Ｃ型慢性肝炎で可能な方はＩＦＮ治療をお勧めします。ＩＦＮ治療は高額な治療ですが、2008 年 

４月からは治療費の助成も始まっていますので、是非ご相談ください。 

 


